
毎年，全国で実施される交通安全運動に当社も参加し，沿線の皆さまに事故
防止の啓発を行っております。また，1978年から毎年，春の全国交通安全運動
の一環として，沿線の小学校約120校を対象に，事故防止啓発のグッズを配布
しております。

全国交通安全運動で小学生に啓発活動

お客さま・沿線の皆さま・関係者との連携やお願い5

◆安全啓発活動

鉄道の安全の確保は，当社の取り組みだけでは充分とはいえません。日ごろから，お客
さまや沿線の皆さまをはじめ，警察や消防，自治体との連携や協力が欠かせません。
お客さま・沿線の皆さまにおかれましては，安全の確保に向けたご協力をお願いいたします。

マナー啓発ポスターの掲出
駅および車内におけるマナー対策として，親しみやすいキャラク

ターをデザインした「マナー侍」シリーズのポスターを掲出しております。
定期的に内容（テーマ）を変更しており2023年度は「エスカレーター
のマナー」「優先席のマナー」「手荷物の管理」に関するポスターを
全駅，全車両に掲出し，お客さまへマナー啓発を行っております。

踏切道の安全確保に向けた啓発活動
踏切道における安全確保のため，車内，全駅および発光信号機動作が多い踏切道にポスターを掲出いたしました。
また，2023年度も，警察ご協力のもと，乗務員，駅係員ほか当社関係者が発光信号機動作の特に多い踏切道で

「安全に横断!踏切キャンペーン」を実施いたしました。
※踏切道でのお願いについては，P42をご参照ください。

▲キャンペーンの様子▲踏切道掲出状況 ▲キャンペーンの様子

•「かけこみ乗車防止キャンペーン」 　４月１日～４月30日
•「ベビーカー利用に関するキャンペーン」 　５月１日～５月31日
•「声かけ・サポート運動強化キャンペーン」 　9月1日～10月31日
•「エスカレーター歩かず立ち止まろうキャンペーン」 　7月24日～8月31日
•「やめましょう，歩きスマホキャンペーン」 　11月１日～11月30日
•「プラットホーム事故０（ゼロ）運動」 　12月１日～2024年１月10日

国，自治体や他鉄道事業者との共同キャンペーン
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ホームページでの啓発活動
❶ 「安全への取り組み」ページ

当社ホームページ内に「安全への取り組み」ページを2023年3月に新設し，各種訓練，キャン
ペーン，運動やお客さまへのお願いなどについて掲載しております。
（「安全への取り組み」ページのURL）https://www.keikyu.co.jp/ride/safety/

❷ 京急電鉄公式チャンネル【Keikyu Movie】
YouTubeの京急電鉄公式チャンネルに「安全を，一緒に。」をテーマに当社乗務員が自ら企画，出演，制作した
動画を配信しております。

・非常通話装置の使い方
URL：https://www.youtube.com/watch?v=YFnz0eJ8NDw
非常通話装置は全車両に設置しております。
※Ｐ30Cをご参照ください。

・非常停止ボタンの使い方
URL：https://www.youtube.com/watch?v=QAU0UfQ1ukQ
非常停止ボタンは全駅に設置しております。
※Ｐ26Bをご参照ください。
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● 声かけ・サポートにご理解・ご協力をお願いします
当社では，お客さまに安心してご利用いただけるよう，お困りのお客さまに
対して積極的にお声かけを行うとともに，周囲のお客さまからも，お困りの方
に対して，お声かけのご協力をお願いしています。

駅・ホーム・車内等でのお願い

● 不審物発見時は乗務員・駅係員・警察官・警備員へお知らせ
ください
駅構内や車内で不審な物を発見したときは，手を触れずに乗務員・駅係

員，巡回中の警察官・警備員にお知らせください。

● 発車間際の駆け込み乗車はご遠慮ください
発車間際の駆け込み乗車は，大変危険です。ドアが閉まりかけたときは，
無理をせず，次の電車をお待ちください。

● エスカレーターでは歩行せず手すりにおつかまりください
お客さまに安全にご利用ただくため，エスカレーターご利用の際は歩行せ
ず，手すりにつかまりご利用ください。エスカレーターを駆け上がると，他の
お客さまとの接触や思わぬ非常停止につながり大変危険です。

● 黄色い点状ブロックの内側をお歩きください
電車をお待ちの際，また，電車からお降りの際は黄色い点状ブロックの内

側をお歩きください。

● 携帯電話・スマートフォンを操作しながら駅構内を歩くのは
危険です
駅構内等における携帯電話・スマートフォンのながら歩きによるお客さま

同士の衝突や線路への転落等の事故を防止するため，操作しながらの歩
行はおやめください。

● 車いす・ベビーカーご使用で，ホームで電車をお待ちの際は，必ずストッパーを
おかけください

ご利用のお客さまへお願い

● ホームから人が転落した等の異常を見かけたら，非常停止ボタンを
押してください
非常停止ボタンは全駅に設置しております。
※Ｐ26Bをご参照ください。

● 体調が悪い時は無理をなさらず，次の駅で降りて，駅係員にお申し出ください
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踏切警報機が鳴動後に無理に進入すると障害物と判断し，発光信号機が動作
します。運転士は発光信号機が動作すると，直ちに非常ブレーキを使用し発光信号
機の手前に停止するよう運転操作をおこないます。
踏切警報機が動作してからの横断は，横断する方自身が危険にさらされる状況

をまねくとともに，急ブレーキにより列車内のお客さまが転倒する恐れや乗り心地
の悪化につながります。また，安全確認ができるまで列車が低速で走行することに
より，踏切道の遮断時間が長くなり，列車の遅延にもつながります。

● 踏切道の警報機が鳴動したら踏切道には入らないでください

● 万一,踏切道内に取り残された人・自転車・車等を見かけた
ときは，非常ボタンを押してください
非常ボタンは全踏切道に設置しております。
※Ｐ32Cをご参照ください。

●車内での荷物の置き方・持ち方のお願い
荷物は背負わず手に持つか網棚に載せてください。
また，荷物を網棚に載せる際は奥まで載せてください。

●分散乗車にご協力ください
ドア付近に立ち止まりますと，後からご利用のお客
さまがご乗車できませんので，ご乗車しましたら車内
中ほどまでお進みください。
また，ご乗車の際，左右を見て空いているドアから

ご乗車ください。

落とし物をしてもすぐには拾得できません。 물건을 떨어뜨려도 바로 습득할 수 없습니다.

Dropped items cannot be retrieved immediately.

Be careful not to drop anything on the tracks!

선로에 물건을 떨어뜨리지 않게 주의!線路内への線路内への内への線路内への にご注意にご注意!!にご注意!落とし物

역무원 또는 경비원에게 연락을 주세요. 

Notify a station attendant or security guard.

선로에는 절대로 내려가지 마세요.

Do not enter the tracks under any circumstances.

駅係員または警備員へ
お知らせください。

線路内には絶対に
降りないでください。

もし線路内に落とし物をしてしまったら・・・
만약, 선로에 물건을 떨어뜨렸을 경우…

If you drop something on the tracks…

駅係員と運行管理者が相互に連絡を取り、
安全が確保でき次第拾得いたします。

역무원과 운행관리자가 서로 연락을 취하고, 안전이 확보되는 대로 습득하겠습니다.

The station attendants and operation manager will be in contact with 
each other and retrieve the item as soon as safety is confirmed.

拾得にはお時間をいただく場合がございます。
습득까지는 시간이 걸릴 수 있습니다. 

It may take some time to retrieve the item from the tracks.

拾得作業が終車後になることや、
落とし物を発見できないことがございます。

경우에 따라서 습득 작업이 막차 후가 되거나 습득물을 발견하지 못할 수 있습니다.

In some cases, the item will be retrieved after the last train departures or may 
not be found.

みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。
여러분의 이해와 협조를 부탁드립니다. Thank you for your understanding and cooperation.

● 線路内への落とし物にご注意ください
落とし物をしてもすぐには拾得できません。
もし線路内に落とし物をされた場合は，駅係員または
警備員にお知らせください。
線路内には絶対に降りないでください。

踏切道でのお願い

ご利用のお客さまへお願い
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日常の安全確保のための作業にご理解・ご協力をお願いします

ご利用の列車内で事故・災害発生時のお願い

ご利用のお客さまへお願い

鉄道の安全を支えていくには，日常のメンテナンスが欠かせません。
沿線にお住まいの皆さまには，ご迷惑をおかけすることもございますが，鉄道の安全の
確保に不可欠な作業を行っておりますので，ご理解，ご協力をお願いいたします。

● 異常を発見したら非常通話装置で乗務員へ状況を伝え
てください

● 非常通話装置は全車両に設置しております。
※Ｐ30Cをご参照ください。

● 車外へ避難する場合は係員の指示に従ってください

● お身体が不自由なお客さまがいらした場合は，お客さま
にお手伝いをお願いする場合があります。

● 線路外への避難は係員の指示により，お客さまに誘導
のお手伝いをお願いする場合があります。

SOS

みなさまのご協力をお願いいたします。

事故・災害発生時災害発生時のお願い事故・災害発生時のお願い
Please take the following steps in the event of an accident or emergency on the train.

이용하시는 열차 내에서 사고 및 재해가 발생했을 때의 부탁 말씀

2

3 4

線路外への避難は係員の指示により、
お客さまに誘導のお手伝いを
お願いする場合があります

ご利用の列車内で

車外へ避難する場合は
係員の指示に従ってください

異常を発見したら
非常通報ボタンで乗務員へ
状況を伝えてください

If you find something abnormal, Use the emergency call button to 
report the situation to the train crew. ＊Keep calm and do not panic!

※
※

이상을 발견했을 때 비상통보 버튼으로 승무원에게 상황을 말씀하십시오. ※당황하지 말고 침착하게!

In case of evacuation outside the train, follow the instructions
from the staff. ＊Defying instructions is extremely dangerous.

※
※

열차 밖으로 대피할 때는 승무원의 지시에 따르십시오. ※임의로 행동하시면 상당히 위험합니다.

If there is a passenger with a physical disability,
you may be asked to assist them.

몸이 부자유로우신 분이 계실 경우 고객께 도움을 청하는 경우가 있습니다.

When evacuating off the tracks,
you may be asked by staff to assist directing other passengers.

선로 밖으로 대피할 경우 승무원의 지시로 고객 유도 시 도움을 청할 수 있습니다.

お身体が不自由なお客さまがいらした
場合は、お客さまにお手伝いを
お願いする場合があります

慌てず
落ち着いて！

勝手な行動は
非常に
危険です

1

！ ！

여러분의 협조와 협력을 부탁드립니다.Thank you for your cooperation.
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